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北
海
道
教
育
大
学
紀
要

（第

一
部
Ａ
）
第
四
十
八
巻

第

一
号

　　　　　　　　　　

平
成
九
年
八
月

『か
ざ
し
抄
』

『あ
ゆ
ひ
抄
』
私
注

（１
）

石

　　

井

　　

行

　　

雄

と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
訓
に
利
用
さ
れ
た
語
」
が

「古
語
」
「
歌
語
」
に
重
な

　

富
士
谷
成
章

『か
ざ
し
抄
』

『あ
ゆ
ひ
抄
』

に
つ
い
て
の
研
究
は
、
諸
先
学
に
よ
る
探

究
が
既
に
多
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
も
は
や
資
言
を
挟
む
余
地
は
無
い
か
の
如
く
で

あ
る
。
諸
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
『か
ざ
し
抄
』
『あ
ゆ
ひ
抄
』
を
国
語
学
演
習
の

素
材
と
し
て
取
上
げ
、
解
読
を
進
め
る
こ
と
数
年
を
関
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
、
偶
、
『か
ざ
し
抄
』
『あ
ゆ
ひ
抄
』
の
形
態

（書
籍
と
し
て
の
形
態
）
に

興
味
を
引
か
れ
、
過
日

一
文
を
公
に
し
た
。

（注

１
）
こ
の
中
で
、

『か
ざ
し
抄
』

『あ
ゅ

ひ
抄
』
の
形
態
に
漢
語
文
典
、
と
り
わ
け
荻
生
狙
棟
の
も
の
の
な
ぞ
り
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
書
籍
と
し
て
の
形
態
の
み
で
は
な
く
、
内
容
に
も
漢
語
文
典
の

う
つ
し
の
残
存
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
関
心
を
抱
く
に
到
っ

た
。漢

語
文
典
の
う
つ
し
と
し
て
ま
ず
考
る
の
は
、
訳
語

・
釈
語
の
利
用
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
漢
語
文
典
は
漢
字
に
訓
を
付
し
、
そ
の
釈
を
加
え
る
形
で
論
述
が
進
め
ら
れ
る
の
を

通
例
と
す
る
。
つ
ま
り

　

漢
字
－ー
ー
訓
ー
ー
釈

と

い
っ
た
、
漢
字
を
中
心
と
し
た
関
連
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
「訓

；ー
ー
－釈
」

部
分
の
関
連
は
、
「訓
に
利
用
さ
れ
た
語
」
と

「そ
の
釈
」
と
の
関
連
と
と
ら
え
直
す
こ

る
と
き
は
、

　

漢
字

ー
ー

訓

　　　　　　

釈

（古
語

・
歌
語
）

　

（現
代
語
訳
）

と
い
っ
た
関
連
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
関
連
の
中
か
ら
、
漢
字
を
除
き
、
「訓
ー
ｉ
釈
」

の
関
連
の
み
を
利
用
す
れ
ば
、
『か
ざ
し
抄
』

『あ
ゆ
ひ
抄
』

の

　　

標
出
語
・ー
ー
ー
ー

里
言

　　

（古
語
・
歌
証巴

　

（現
代
語
訳
）

と

い
っ
た
関
係
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
関
連
を
探
る
目
的
で
、
漢
語
文
典
と

『か
ざ
し
抄
』
と
の
比
較
が
痛
感
さ
れ

て
い
た
。
偶
、
学
士
論
文
の
対
象
に
こ
う
し
た
方
面
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
学
生
が
い

た
た
め
、
漢
語
文
典
の
訓

・
釈
の
用
語
と

『か
ざ
し
抄
』
の
標
出
語

・
里
言
と
の
比
較
を

試
み
て
も
ら

っ
た
。

（注

２
）
こ
の
際
、
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら

っ
た
漢
語

文
典
は
、
形
態
の
類
似
と
の
係
り
で
荻
生
狙
棟
の
も
の
に
、
さ
ら
に
内
容
上
か
ら

『訓
訳

示
蒙
』
に
絞
り
込
ん
で
も
ら

っ
た
。
そ
の
結
果
の
み
引
か
せ
て
も
ら
う
と
、
『か
ざ
し
抄
』

の

「標
出
語

，ー
ー

里
言
解
釈
」
と
、

『訓
訳
示
蒙
』

の

「
訓

ー
ー
’釈
」
と

の

一
致
す
る

も
の
は
、
『か
ざ
し
抄
』
の
全
標
出
語
二
二
〇
例
中
六
十
二
例
あ
り
、
約
二
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
。
（『か
ざ
し
抄
』
の
標
出
語
の
み
を
見
れ
ば

一
三
九
例
、
則
ち
約
六
十
三
パ
Ｊ

．←



セ
ン
ト
に
上
る
。

）

　

「訓
ー ー

釈
」
の 関 係

を
固
定 的

に
と
ら え

て
も
、
『か
ざ
し
抄
』
里
言 解

釈 の 三 割

近
い
部
分
は

『訓
訳 示

蒙
』
に
重
な
る
こ と

に
な
る
の
で
あ
る
。
歌 語 の 解

釈
書
中
で
、

そ
の
中 心 部

分
で
あ
る
里 言 解

釈
の
三
割
近 く

が 漢 語 文 典

に
よ
っ
て
な
ぞ れ

る
と
言
う

の
は 注 目 す

べ
き
こ と

で
は
な い

だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、

こ こ

に
顧 慮

す べ

き
問 題

が
あ
る
。

一

　

つ
は
、
『訓
訳 示 蒙

』

の
み
に
絞

り
込 ん で

よ い

の
か
と い

う
こ と

で
あ
る
。
成 章 の

兄 ・ 皆

川
洪 園 の

『太
史 公

助
字
法
』

題 言 の

一 世

間
助
字
ノ
解

　

不
し
下
二
数
十 書

ｊ
而
シ
テ

其
ノ

最
モ

捨
象
ス
ル

者
ハ

文 家 必

要

訓
訳 示 蒙

之
類

　

大 半

妄
饗
ニ シ テ

絶
テ

亡
シ

レ
可
キ

レ
取 突

石

　

井

　

行

　

雄

と
い
う
叙 述

を
待 つ

ま
で も

な
く
、

当
時
通 行

し
て い

た
漢 語 文

典
は 多

量
に
上
っ
て い

た
は ず で

あ
る
。
中
で
も

『文
家
必
用
』
『訓
訳 示 蒙

』
の
盛 行

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、
『文 家 必

用
』
と の 比

較
は 最

低
限 試

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

次
に
問
題
に な

る
の
は
、
「訓
ー ー

釈
」
の
み
を
固
定
的 に

考
え
て
よ
い の

か と 言

う

こ
と で

あ
る
。
漢
語 文 典

の 中

に は 同

訓
の
漢
字
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ り

、
釈
が
複

数
に
上
る
も
の も 多

い の

で あ

る
。 ‐
す
る
と 実

際
に
は

漢
字 Ａ

漢 字 Ｂ漢
字
Ｃ

釈 ａ釈 ｂ釈

ｃ

る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

過 日

、
『文
家
必
用
』
の
中 か

ら 一

　

つ
の
相
関
系 列

を
摘
出
し
、
『か
ざ
し
抄
』

の 里

言 解

釈
が
こ
う
し
た
相
関
系 列

と 無

縁
で な

い
と 思

わ
れ
る
こ と

を 示

し
た
。
（注

３ ）

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

、

　

こ
う
し
た 経

緯 の

後
、
平 成

八 年

度 後

期
の
国
語 学 演 習

で は

『あ
ゆ
ひ
抄
』
を
取
り

上
げ
、

そ の 里

言 解

釈 と

漢 語 文 典

か ら

摘
出
し
た
相
関 系 列

と
の 比

較 を

試 み

た
。
（ 注

４ ）

今 回

は
、
こ の

操
作
の
中 で

出 会

っ
た

『あ
ゆ
ひ
抄
』
里 言 解

釈
部
分
と
相
関 系 列

と の 近

さ の

中
か ら

、
一
一
つ
の 部

分 を

取
上
げ
た
。

尚
、
成 章

の
記 述 の

背 後

に
あ る

の
は
、
特
定 の

漢
語
文 典

で
あ る

と 言

う
よ
り
も
、

漢 学

習
得
の 過 程

で
獲
得 さ

れ た 一 般

的
知
識 を

無
害 か

識
に
利 用

し
た
だ け

だ
と 言

う
考

え も

あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
よ り

重 大 な こ

と
な

の
で あ

ろ
う
と 思

う
。

も
し
、
「無
…

意 識

に
」
こ
う
し
た も の

が
引 用

・
利 用

さ
れ
て
い
る
と す

れ
ば
、

成
章 の 学 問

自
体 が

こ
う
し
た
も
の
に
規
制
さ
れ
た
性 格（

質 ）

を
持 つ

と い

う
こ と

を 意

味
す る

の
で
あ ろ

う
。
つ
ま り

、
成
章 の 著 述

を
理
解 す

る
た め

に は

、
漢
学 の

一 般

的 知

識（ そ

れ
を 知

る
よ す

が と

し
て の

漢 語

文
典 ）

を 絶

え ず

参 観

し
な
け れ

ば
な
ら な

い
と
言
う
こ
と
に

な
る
の
で は

あ
る
ま い

か
。

注 ５

）

　  　  　  　  　

　 　

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

ご
と
み

　

『あ ゆ

ひ
抄
』
巻 五【 十

二
﹈
「如
身
」
に
つ
い て

検 討

し
て み

る
。

ま
ず

「如
身
」

の
全 文

を 示 す

。

と い

っ
た
形 で

、
「漢
字 ー ー 訓

ー ー

釈
」
の 相

関
関
係
が
示
さ
れ
て
い る

の
で
あ る

。

こ
う
し
た

「漢 字 ー ー 訓

ー ー

釈
」
の
相
関 関

係
を
、

私
に

「相
関
系
列
」
と 呼

ん で

み
る
。
こ
の 相

関
系 列

は 一

つ
の
漢 語

文 典

の
中 で

も
幅 を 持

っ
た
も
の
で あ

り
、
複
数

の
漢 語 文 典 を

利 用

し
た 場

合
に は

よ り

幅 の

広
い も の

に な

る
可
能 性

が
あ
る
。
つ
ま

り
、
あ ま り 相

関 系 列

を 固

定 的

に
考
え な い 方

が 実

態
に
近
い の

で
は
な
い
か と 考

え

　 　

〔 園

ごと 〕

掴
級 雌

繕
靭
嫌
い
〔踊
が
ごと 〕

梱
縦 鰍

銅
剣
ぐ
嘆
窟 倒

の
ごと
〕

何

は
、

名
な
り
。
ａ

里
、
〔
園

ご
と 〕 〔

圃

が
ご
と 〕 の 二 つ

は

「ヤ
ウ ニ

」 、
〔
回

の
ご
と 〕

お

ー
パ
（ブ

　

Ｌ
ノ

１ （

　

′
〜

郵
”
ｏ

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

、

、 、 、

は

　

ノ
ヤ
ウ ニ

」
と
言
ふ
。
た
だ
し
、

い
づ
れ
も
よ
み づ め

に
あ
る
時 は

、
心
得 て

「
ヤ

ウ ニ

ア
ル
」
「
ノ
ヤ ウ

ニ
ア ル

」
な
ど
里 す べ

し
。



　

は
ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ね

　

ヤ

　

ウ

　

ー一

秋
萩
も
色
づ
き
ぬ
れ
ば
、
き
り
ぎ
り
す
わ
が
寝
ぬ
ご
と
や
夜
は
悲
し
き
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヤ
ウ
ニ
ア
ル

う

つ
ろ
は
ぬ
心
の
深
く
あ
り
け
れ
ば
、
こ
こ
ら
散
る
花
春
に
あ

へ
る
ご
と
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ
ヤ
ウ

　

ナ

逢
ふ
事
は
玉
の
緒
ば
か
り
、
名
の
立
つ
は
吉
野
の
川
の
滝
つ
瀬
の
ご
と
。

ヤ
ウ
ニ

下
ひ
も
の
し
る
し
と
す
る
も
解
け
な
く
に
。
語
る
が
ご
と
は
あ
ら
ず
も
あ
る
か
な
。

こ
れ
ま
た
芝
状

（し
ざ
ま
）
の
言
葉
に
て
脚
結
に
あ
ら
ね
ど
、
言
葉
の
上
に
置
ぬ

物
な
れ
ば
、
こ
こ
に
付
け
て
出
だ
せ
り
。

〔ご
と
〕
は
状

の
本
に
て
、
末

・
引

・

往

（き
し
か
た
）
に
か
か
り
て
は

「射
る
が
ご
と
し
と
う

べ
も

い
ひ
け
り
Ｌ
「射

『かざし抄』『あゆひ抄』 私注 （１）、ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か
つ
ら

（

　　　　　

る
が
ご
と
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
な
」
「
桂

の
ご
と
き
君
に
ぞ
あ
ひ
け
る
Ｌ
な
ど
よ
む
。

み
な
同
じ
心
得
に
釈
す
べ
き
こ
と
言
ふ
に
及
ば
ず
。
ｏ
ｂ
Ｊ
俳
た
り
」
と
い
ふ
言

薫
鴎
多
く
装
に
て
、
醤一三
鱒
の
上
に
も
置
け
”噂
、
こ
の
抄
に
い
は
ず
。
ま
た
、
〔な

　　

す
〕

〔も

ろ
こ
〕
な
ど
上

っ
代
に
詠
め
る
は

『古
歌
あ
ゆ
ひ
』

に
詳
し
。
○

「
ヤ

　　

ウ
ニ
」
の
言
葉
、
里
に
二
つ
の
心
あ
り
。

一

　

つ
は
こ
の
釈

の
ご
と
く
、
物
に
た
と

　　

へ
て
、
そ
の
通
り
、
こ
れ
に
似
た
り
な
ど
言
ふ
心
な
り
。
こ
れ
は
ふ
る
く
文
に
も

　　

書
け
る
こ
と
な
り
。

い
ま

一
つ
は

《可
倫
》
の

〔べ
く
〕
に
当
て
た
ろ
、
雨
の
漏

　　

ら
ぬ
や
う
に
屋
を
ふ
き
、
風
の
通
ら
ぬ
や
う
に
戸
を
あ
く
る
な
ど
言
ふ
心
な
り
。

　　　

　
　
　
　

こ
こ
で
≧
≧
部

ａ
の
里
言
と
相
関
系
列
は
重
な
る
か
否
か
を
考
え
た
い
。
又
、
≧
≧
部
ｂ

の

「似
た
り
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
が

「ご
と
」
の
解
釈
中
に
突
然
出
現
す
る
理
由
も
、

相
関
系
列
の
上
か
ら
説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
漢
語
文
典
の
中
か
ら
皆
川
洪
園
が
具
体
的
に
書
名
を
掲
げ
た
荻
生
狙
棟

『訓

訳
示
蒙
』
（元
文
元
年

（
一
七
三
八
））
人
見
直
養
友
竹

『文
家
必
用
』
（正
徳
六
年

（
一

七

一
六
）
）
、
さ
ら
に
、
『あ
ゆ
ひ
抄
』
（安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
）
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
漢

語
文
典
と
し
て
岡
白
駒

『助
辞
訳
通
』
（宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
二

　

の
三
書
を
掲
げ
、

こ
の
中
か
ら

「
ご
と
し
」
の
相
関
系
列
を
探

っ
て
み
る
。

『訓
訳
示
蒙
』
巻
五

〔如
若
似
肖
〕

○
大
抵
。
同
ジ
ヤ
ウ
ナ
文
字
ナ
リ
。
但

シ
。
如

ノ
字

ハ
如
同

ト
連
用
ス
。
似

ノ
字

ハ
。

　

　

　
疑
似

ト
連
用
ス
。
故

二
。

如

ハ
似

ヨ
リ
親

シ
。
又
。

如
若

　

ハ

モ
シ

ト
ヨ
ム
。

ヤ

ハ
リ
。
下
ヨ
リ

ゴ
ト
ク
ン
バ

ト
。
反
ヘ
ル
意
ナ
リ
、
但
シ
若

ノ
字

ハ
又
。

モ
シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ
ヘ
モ
チ

　

ク
バ

ト
ヨ
ミ
テ
。
或

ノ
字

ニ
代
用

フ
ル
ナ
リ
。
不
し
如

　

不
し
若

　

不
し
似

ト
モ
ニ
。

　

シ
カ
ズ

ト
ヨ
ム
。

コ
レ
ニ
ニ
義

ア
リ
。

コ
ト
ク
ナ
ラ
ズ

ト
云
フ
意
ト
。

ラ
ヨ
バ
ズ

　

ト
云
フ
義
ト
ナ
リ
。

肖

ノ
字

ハ
ヨ
ク
似
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
。

。
圧
７
）

『文
家
必
用
』
上

　　

ゴ
ト
シ

　

如

和
解

ソ
ノ
ヤ
ウ
ナ
。
ト
云
詞

ニ
ア
タ
ル
也
○
君
子
ノ
之
交
淡
シ
テ
如
シ

レ
水
ノ
ト

　

ー五
時

ハ
。
君
子
ノ
交

ハ
。
ナ
ン
ト
ナ

フ
テ
。
水

ノ
様

ナ
ト
云

コ
ト
也
○
其
広
キ
コ
ト

　

如
シ

レ
此
ノ
ト
云

モ
。

コ
ノ
ヤ
ウ

ニ
広
イ
ト
云

コ
ト
ナ
リ
像
徴

へ
し
此
二
０
徹

し
娘
ト

ヨ
ム
時

ハ
和
解

シ
ク
ハ
ナ
シ
ト
云

コ
ト
也
。
似
ザ
ル
ト
云
意

ニ
ナ
ル
也
。
字
書

二

如
ハ
似
ナ
リ
也
ト
註
ス
ル
ユ
ヘ
也

　

○
不
し
如
二
丘
ガ
之
妹
ｊ
学
也
ト
云
ハ
。
丘
ガ
学

ヲ
好

ム
ニ
ハ
似
ズ
。
ラ
ト
ツ
タ
ト
云

コ
ト
也
。
何
処

二
出

テ
モ
。
我
ヵ
方

ハ
マ
サ
リ

　　　

サ
キ
サ
マ

テ
モ
先
様
ノ
ラ
ト
ル
意

ニ
ナ
ル
也

　

０
無
レ

レ
友
歌
ル
コト
不
ル

レ
如
シ
カ

レ
己
二
者
ｊ
ト

云
モ
。
我
ヨ
リ
ラ
ト
リ
タ
ル
者

ヲ
。
友
ナ
フ
ナ
ト
云

コ
ト
也

　

○
勃
如
翼
如
ト
云
時

ハ
。
勃
ノ
字
ノ
如
ク
ｏ
翼
ノ
字
ノ
如
ク
ｏ
ト
云

コ
ト
也

　

０
鵡
相
ヒ
問
ハ

ト
云
時

ハ
ｏ

モ
シ
間
ヤ
ウ
ナ
時

ニ
ハ
。
ト
云

コ
ト
ナ
リ

　

○
若

ノ
字

モ
如
ノ
字
ト
通
用

ス
レ
ト
モ
。

　　　　　　　　

キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゴ
ト
シ

　　

カ
ク
ノ

　　

ゴ
ト
シ

　　

カ
ク
ノ

所

ニ
ョ
リ
テ
書
別
ル
コ
ト
肝
要
也
。

如

し
此

ヲ
若

し
是

ト
モ
書
リ

０
有

ト
モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ
ク
ノ
コ
ト
キ

若
キ

レ
孔
子
ノ
之
聖

一

　

○

　

若

　

人
ノ
類
。

コ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ト
云
排
也

（注

８
）

『助
辞
訳
通
』
巻
下

如
若
猶
似

園

如
ノ
字
。
ゴ
ト
シ
ト
読
ム
同
也
ト
訓
ズ
如
し
某

　

ト
ハ
某
ト
同
ト
云
フ
コ
ト
也

又
似
也
ト
モ
訓
ズ
レ
ド
モ
十
分
二
無
キ
辞
ナ
リ
同
如
似
三
等
ニ
シ
テ
与
し
某
同
ト
云

　　　

ス
コ

　　　　　

チ
ガ
ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソ
レ
ノ

ヘ
バ
少
シ
モ
差

無
ク
全
ク
同
キ
ナ
リ
如
し
某

　

ト
云
ヘ
バ
同
ノ
字
ヨ
リ
ハ
一
等
疎

ナ
リ
似
タ
リ

レ
某
ニ
ト
云

ヘ
バ
如
ノ
字

ヨ
リ

ハ
文

一
等
疎
ナ
リ
又
然
也
ト
注

ス
周
易

ノ



班
如
漣
如 ハ

班
然 漣 然

ト
同 シ 又

而
ノ

字
ト
通
ス
春 秋

ニ
星 隈

テ
如
雨
ル
。
注
二
如
ノ

石

　

井

　

行

　

雄

　

而 也

。
星 唄 而

且
ッ

雨
タ
ル

也
ト
云

へ
り

　

園

若
ノ

字
モ 如

也
ト
訓
シ テ

。
ゴ
ト
シ
ト
読 ム

如
ノ

字
ト
大
氏 一

同
ケ
レ
ド
モ
若
ノ

　  　  　  　  　  　

ホ ウ ホ ツ

　

字

ハ
紡 梯

ノ
意 ア

リ
封 禅

書 二

其
ノ

夜 若

し
有
し
光
ノ

　

武
帝 紀 ニ

聞
キ

レ
若
ヲ

し
有
二

　

万
歳
一
云
。
見
二
神
人東 菜 山

ｊ
。
若
し
云
ヵ

見
ニ
ン
ト

天 子

ｊ
ノ
類
是 ナ

リ
故

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

タ
ト
ヘ

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

ア ミ

　

ニ 若

ノ
字

ハ
多

ク ハ

事

ノ

嚇ニ

云 フ 若 網

ノ
在
二
網
ミ
ノ

傍

若
し
無
し
人
。

累

　

累
ト
シ テ

若
喪 家

之
狗
一
ノ
類
。
是 也

如
ノ

字 ハ

祖 事

物
形 状 ヲ

如
ニ
某
ノ

形
一

　

云
フ

　

如
キ 義

広
シ

　

圃

猶
ノ

字
。
若 也

ト
注
シ
テ
。
コ
ト
シ
ト
読
メ
ド
モ
如
ノ

字
若
ノ

字
ト
殊
ナ
リ
猶
ノ

　  　  　  　  　  　

ク
ト

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

モ
ト

　

字

ハ 警

ヘ ル

辞 也 字 ヲ

注
ス
ル ニ

某
ハ

猶
し
某
ノ

也
ト
云 ハ

其 義

本
正
訓
二
非
レ
ド

　

モ
彼

ヲ
仮 テ 此

レ
ラ
廓

ス ノ

辞 ナ

リ
蔽
ハ

猶
し
益
也
。
致

ハ
猶
し
委
ノ

也
ト
云

ハ
。

蔽

　

ハ
警
ヘ バ 蓋

ノ
字
ノ
意
ナ
リ
致

ハ
讐

ヘ
バ 委

ノ
字
ノ
意 ナ

リ
ト
云 フ

コ
ト
也 孔

叢
子

　

ノ
白
馬
之 癖 二

春
秋
記
三
ハ
鶴
退
飛 ｊ

　

観
ゞ

之
ヲ

　

則
六
。
察
し
ハ

レ
之
ヲ

則
鶴
ハ

　

猶
し
馬
ノ

也
。

六
ハ

猶
し
白
ノ

也
二
。

是 猶

ノ
字

ハ 警

ヘ ル

辞 ナ ル コ

ト
知
ル ベ

シ

　 　

圏

似
ノ

字
。
ゴ
ト
ク
ト
読
ム
コ
ト
俗 語

二
限
ル 詩

詞 ハ

皆
俗
語
ヲ
用
ュ
李 白

ガ
詩

　 　

ニ 縁

〆
愁
ニ

　

註 関

し
箇
ノ

　

長
是 ナ

リ
凡
ソ

俗 語

ニ
ハ
皆 似

ノ
字
ヲ 如

字
ノ
義 ニ

　

用
ユ

　

ぐ
注 ９ ）

以
上 の 記 述

か
ら

「ゴ
ト シ

」
の
相
関
系
列
を 纏 め

る
と

　  　

漢
字

　  　  　  　  　

＝

釈

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

　 　  　

　  　

如

　  　  　  　  　  　  　

ゴ

ト

シ

　  　  　  　

ソ
ノ
ヤ ウ

ナ

　  　

若

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

コ
ノ
ヤ ウ ニ

　

似

　  　  　

　 　 　

　

猶

と
な
ろ
う
。

　

『あ ゆ

ひ
抄
』
「如
身
」
の ≧ ≧ 部 ａ

の 里

言
は
、
基
本
的
に
こ の

相
関
系 列

の
訓

・

釈
の 部

分 に

重
な
る
こ と

が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
相
関
系 列

の
漢
字
部
分
に

「
如

・
若 ・ 似 ・

肖 ・

猶
」
と

・ い
っ
た
も
の
が
並
ん

で
い る

こ
と
が
注
目 さ

れ
る
。
『あ
ゆ
ひ
抄
』

の 、 ≦ ≧ ′

部 ｂ

は
、

こ
う
し
た 漢 字 の

相
関

系 列

を
念 頭

に
置
か な い

限
り
、
「ご
と
」
の 解

釈 中

に
突
然

「似 た り

Ｌ
と い

う
言 葉

の
説
明 の

出
現
す
る
由 縁

は
見 出

し
に
く
い よ

う
に
思
う
。

　  　

　 　

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

　

　

　

『あ
ゆ
ひ
抄
』
巻 五

﹇九
﹈
《 被

身
》
に
つ
い
て
検 討

し
て
み
る
。

ま
ず

《被
身 》

　

の
全
文
を
示 す

。

　  　  　  　  　  　

る

　

み

　 　

﹇九
﹈
《 被

身 》

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

な
び
き

鐘る

＝

園
ら
る
〕
唖
譲

り
事

固る

〕
は 摩 な き 言

葉
を 受

く
。

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

な
び
き

〔回
ら
る
〕
は
摩 あ る

言 葉

を 受

く
。
鱗

旦
で
床
難

款
舗

義

嚇
磯

　  　

す

　

み

襲
撃
轄 診

・幅 端 蝉 裸 増

鱈
縁
鎚
唾 好 評 鷲

見
二 詞
、心
全
く
同
じ
。

ａ
い づ

れ
も 里

同
じ
。

ま
た
、

〔
同 一

ら
る
〕
を 里

に

「
ラ
レ
ル
」
と も

言
ひ
、

〔
同 一

る
〕
を 立 て

・
伏 せ な

ど
し
て
、

た と ヘ

ば

〔 言

は
る
〕
と よ

む 言 葉

を

「
言 ハ

レ ル

」

と
も
言
ひ
、

ま
た

三 口 ヘ

ル
」
と も

言
ふ
た
ぐ
ひ
、

た
だ 同

じ
心
な り

。
ｂ

二
例
あ り

。

ｏ
ｃ

第 一

、
わ
ざ
と 思

ひ か

ま

へ
て な す

に
は
あ
ら ず

、

に よ

り
、

ま
た 心

に
よ

り
、

お
の
づ
か ら な

り
ゆ
く
を 言 ふ

言 葉

な
り
。

常
の
た た

る

　

と い ふ

。

‐

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

レ ル

月
夜
に は

来
ぬ
人
待
た
る
。
か
き
曇
り
雨 も

降
ら な む

。
わ
び
つ つ

も
寝
む
。

い
と は

る る

わ
が 身

は
春 の 駒

な
れ
や
、
野
飼
ひ
が
て
ら
に
放 ち す

て た

ろ
。

　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　

ラ
レ ル

デ
ア
ロ コ

ト
ハ

大 空

は
恋
し
き
人
の
形
見
か は

。
物
思 ふ

ご
と
に
な
が
め
ら

る
ら む

。

冬 は

霜
に
ぞ
せ
め
ら
る る

。



ｏ

ｄ
第

二
・

勢

　　　　　

ｘ

　　　　　　　

銭
さ

ま

，

．

　　　　　

を

い
さ
さ
か
か
し
づ
き

て
言
ふ
言
葉
な
り
。

か
し
づ
く
た
た
る
〕

と

い
ふ
。

な
ら
の
葉
の
葉
守
の
神
の
ま
し
ま
し
け
る
を
知
ら
で
ひ
折
り
し
。
た
た
り
な
さ
る
な
。

　

ラ

　

レ

　

テ

　　　

レ
ル
コ
ト
カ
ナ

　　　

レ
ル
ニ
ヨ
テ

〔ら
る
な
〕
〔る
る
か
な
〕〔る
れ
ば
〕〆
ほど
本
抄
を
見
よ
ｔ藤
襲
お
難
嚇
麟
徽
耀
ザ
％
だ

〔た
ち
ゐ
〕

　　　

か
す
み

　　　　　　　　　　　　

Ｏ

春
は
霞

に
た
な
び
か
れ
、

と
も
か
く
も
言
ひ
放
た
れ
よ
。
池
水
の
深
さ
浅
さ
を
た
れ
か
知
る
べ
き
。

　

レ

　

ウ

　　　

レ

　

タ

　　　　

０

　

０

　　　

レ
テ
シ
マ
ウ

　　　

同

　　

上

同

　　　　

上

　　　

レ
ル
モ
ノ
ヂ
ャ

　　

レ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヂ
ャ

〔れ
む
〕
〔れ
し
＝
れ
ぬ
〕
〔
れ
ぬ
〕
〔れ
ぬ
る
〕
〔ら
れ
ぬ
る
〕
〔れ
け
リ
ニ
ハれ

に

け

り
〕

『かざし抄』『あゆひ抄』 私注 （１）

　　　　　　　　　　

０

　

０

　　　

レ
テ
シ
マ
フ
デ
ア
ラ
ウ

　　　

レ
テ
ン
レ
ナ
リ
ニ

　　　

レ
イ
デ

　　　　　　　　　　　

レ

　

ヌ

　

デ

　

ア

　

ラ

　

ウ

　　　　

レ

　

ヌ

　

モ

　

ノ

　

ヂ

　

ヤ

（

　　　

〔れ
て
〕
〔
れ
ぬ
ら
む
〕
〔
れ
つ
つ
〕
〔れ
で
〕
〔れ
ず
〕
〔れ
ざ
る
ら
む
〕
〔れ
ざ
り
け
る
〕

　　

レ

　

ヌ

　

ノ

　

ニ

　　　　　

レ
マ
イ

　　　　

レ

　

ヨ

　

サ

　

テ

ー
〔れ
な
く
に
〕
〔れ
じ
〕
〔れ
よ
か
し
〕
な
ど
引
歌
、
本
抄
を
見
よ
。

　　

○
上

っ
代
に
は
多
く

〔
同
一
ゅ
〕
と
言
ひ
て
、
「泣
か
ゅ
」
「
し
の
は
ゅ
」
な
ど
よ
み
、

　　

こ
れ
を
伏
せ
て

「き
ら
は
え
」
「
い
と
は
え
Ｌ

な
ど
よ
め
り
。
中
昔
以
後
は
絶
え
て

　

な
し
。
た
だ
し
、
す
べ
て

「見
ゆ
」
「き
こ
ゆ
Ｌ
な
ど
言
ふ
は
こ
の
心

に
て
、
な
ほ

「
思

　

ほ
ゆ
」
な
ど
言
ふ
こ
と
は
残
れ
り
。

（注

１０
）

こ
の
項
目
は
、ｇ
≧
部

ａ
に
あ
る
よ
う
に
独
自
の
里
言
解
釈
を
施
さ
な
い
。
意
味
は
≧
≧
部

ｂ
に
あ
る
よ
う
に
二
区
分
を
示
す
。

一

　

つ
は
・ｇ
≧
′部

ｃ
に
あ
る
よ
う
な
、
自
発
可
能

の
意

味
、

一

　

つ
は
≧
≧
部
ｄ
に
あ
る
よ
う
な
尊
敬
の
意
味
で
あ
る
。

　

次
に
、
『訓
訳
示
蒙
』

『文
家
必
用
』

『助
辞
訳
通
』
か
ら
、
「
る

・
ら
る
Ｌ

　

の
相
関
系
列

を
探

っ
て
み
る
。

『訓
訳
示
蒙
』
巻
五

　　

〔見

　

被

　

所

　

遣
〕

　　

○
四
字
ト
モ
ニ
。
カ

ハ
リ
ナ
シ
。
訓
ノ
通
り
ナ
リ
。
但
シ

而園

ノ
字

ハ
。
少

コ
シ
カ

　

ハ
リ
ア
リ
。

所

ノ
字
ノ
条
下

二
見

ヘ
タ
リ
。

但
シ
。
訓
ノ
通
り
ナ
リ
ト
テ
。
世
僻

　　

ノ
云

　

辞

ノ
。
カ
ヤ
ウ
セ
ラ
レ

マ
シ
テ
。
ド
ウ
セ
サ
ラ
レ

マ
シ
テ
ト
云

フ
。

ラ
レ

　　

ノ
意

ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
人

ニ
カ
ウ
セ
ラ
レ
タ
ト
云

　

時
ノ
。

ラ
レ

ノ
意
ナ
リ
。

ぐ
圧

１

　

１

・
銘
）

『文
家
必
用
』
下

見
サ
シ
ア
タ
リ
タ
ル
。
当
坐
ノ
意

二
可
シ

レ
用

　

○
盆
成
括
見
ラ
レ
タ
リ

レ
殺
サ
ト
云
ト

キ

ハ
現
在

ノ
意
也

　

０
後
漢
書

ニ
亦
以
テ

レ
是
ヲ
見
‐ｚ
ル

レ
軽
セ
ト
云
ノ
類
ｏ

見
合
セ
テ

用
ユ
ベ
シ

所

ソ
フ
セ
ラ
レ
テ
。
シ

マ
フ
タ
ト
云
意

二
可
シ

レ
用

　

０
晋
書
二

下
憲
慨ご
郷
”曲
Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タ
メ
ニ

所
上
し
歯

ハイ
セ

　

０
為
；
二
石
勤
』
所
ル

レ
殺
サ

　

０
前
漢
書
ニ
為
二
大
臣
Ｊ
寵
し
ル那

０
後
漢
書
ニ
上
ミ
為

二
国
家
ノ
静
ー
二
疑
ハ
。
下
モ
為

二
権
威
Ｊ

　

－“町
し
望
ミ
ト
云

　　　　　　　　

ト
ツ

　　

ウ
ヘ

類
。
ア
イ
テ
取
タ
上

ニ
テ
用
来
し
リ
。
ソ
フ
タ
イ
。
所
ノ
字

ハ
物

ヲ
指

テ
三
字
ナ
ル

ユ
ヘ
ナ
リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マ
ゲ
テ
サ
ル

被
詩
作
ノ
ド
ニ
ハ
。
此
字
バ
カ
リ
ラ
用
ュ
。
過
去
現
在
二
通
ズ
ル
故
也

　

○
狂

被
三

　　　　　　　　　　　　　　　

ヘ
シ

人
ニ
書
－ラ
ル
非
力
大
夫
ｉ

　

ｏ
応
し
被
’
吉
一花
ノ
療
乱
タ
ル
ニ
ー禦
』
ノ
類

（注
篇
）

『助
辞
訳
通
』
巻
中

被

　

見

　

所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

モ
ト
十

圃

被
ノ
字
。
ラ
ル

）
ト
読
ム
時
。
人

ニ
。
カ
ブ
セ
ラ
ル

・
コ
ト
ナ
リ
。
被

ハ
本

フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ル
フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ
ウ
ム

ト
ン
ノ
類

ニ
テ
覆
フ

レ
人
ヲ

　

也
ト
注
ス
被
し
用
ヒ
ハ
彼
ガ
用
ル
ラ
我

ニ
被

ル
ナ
リ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ
ウ
ム

不

腐
し
用
ニ
ハ
ｏ
彼
ガ
用
ル
ラ
我
ニ
被

ラ
ヌ
ナ
リ

国

見
ノ
字

モ
。
ラ
ル

・
ト
読

メ
ド

モ
。
被
ノ
字
ト

ハ
義
殊

ナ
リ
被

ハ
彼

ヨ
リ
我

ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ル
フ

及
ブ
上
ニ
テ
云
フ
。
是
し
我
ニ
カ
・
ル
ナ
リ
。
見
ハ
彼
ガ

一
分
ノ
上
ニ
テ
云
フ
彼

二

力
｝
ル
ナ
リ
春
秋
成
公
十
六
年
。
公
会
〆
「著
候
斉
候
衛
候
宋
ノ
華
元
卿
婁
人
二
干
沙

随
二
。
不
見
し
公
ヲ
。
公
至
し
目
し
会
。
公
羊
伝

日
。
不
し
見
し
公
ヲ
者
ト
ハ
何
ソ
。
公

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キ
・

不
ル

レ
服
し
鳥
也
。
是
見
－

、
ノ
字

ハ
彼

ニ
カ

）
ル
ナ
リ
ｏ

不
し
見
し
聴
力
モ
彼
ガ
聴

イ
レ
ヌ
ナ
リ
彼
ガ

一
分
ノ
上

ヲ
以
テ
云

フ
ナ
リ
。

園

所
ノ
字

モ
。

ル

）
ト
読

メ
ド
モ
。
語
勢

ニ
因

テ
。
ル

・
ノ
意

ニ
ナ

ル
。
所
ノ
字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ラ
ル

　　　　　　　　　　　　　　　

モ
ト

ニ
被
ノ
訓
ナ
シ
故

二
被
ノ
字
ノ
如
ク
重
キ
義
二
非
ズ
為
ニ

レ
君
所
し
任
セ
ノ
類
。
本
君

ノ
所
。

し
任
ス
ル
ト
云

コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
上

二
為
ノ
字
ア
ル
ニ
因
テ
語
勢

ニ
因

テ
。
ラ

ル
ト
読
ム
也
凡
為
ニ

レ
君
所
し
信
セ
。
為
｛
一尚
書
所
し
知
。
為
ニ

レ
賊
所
し
殺
サ
ノ
語
。



　

皆
為
ノ
字
如
し
字
ノ
読

ム
。
此
句

ニ
去
声
ノ
訓
無
シ
。
タ
メ
ニ
ト
読
ム
ハ
非
也
為
し
君

　

為
二
尚
書

一
為

ニ
レ
賊
ノ
意
ナ
リ

圧
賎
）

以
上

の
記
述
か
ら

「
ル

・
ラ
ル
」

の
相
関
系
列
を
纏
め
て
み
る
と

漢
字

　　　

訓

　　　　　

釈

見

　　　

ラ
ル

　　　

人

ニ
カ
ウ
セ
ラ
レ
タ
ト
云
フ
時
ノ
同
朋
巴

被

ソ
ウ
セ
ラ
レ
テ
シ
マ
フ
タ

所

・

　　　　　　　　　

人

ニ
カ

フ
セ

ラ

ル

）

遣

　　　　　　　　　　

彼

ヨ
リ
我

二
及

ブ

石

　

井

　

行

　

雄

と
な
ろ
う
。

　

『あ
ゆ
ひ
抄
』
「被
身
」

の
≧
≧
部

ａ
で
は
里
当日
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
な

い
以
上
、
こ

こ
に
相
関
系
列
と
の
重
な
り
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、注
目
す
べ
き
は
≧
≧
部
ｂ

・
ｃ
・

ｄ
の
部
分
、
つ
ま
り
意
味
区
分
の
方
法
で
あ
る
。
『あ
ゆ
ひ
抄
』
で
は
ｃ
で
自
発
可
能
の

解
説
を
、
ｄ
で
尊
敬
の
解
説
を
行

っ
て
お
り
、受
身
の
解
説
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。対
し
て
、

相
関
系
列
の
方
は
受
身
の
意
味
の
説
明
の
み
で
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
受
身
漢
字
を
中
心
と

し
た
こ
の
相
関
系
列
の
説
明
を
、
『あ
ゆ
ひ
抄
』
は
意
識
的
に
回
避
し
て
い
る
か
の
如
く

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は

『あ
ゆ
ひ
抄
』
の
編
纂
法
を
理
解
す
る
の
に
示
唆
を
与
え

る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
、
『訓
訳
示
蒙
』
の
≧
≧
部
ｅ
の
説
明
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
受
身
の
説
明

の
そ
れ
に

「世
俗
ノ
云
フ
辞
」
の
尊
敬
用
法
を
対
比
的
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
受
身

以
外

の

「
ル

・
ラ
ル
」
の
意
味
の
解
説
に
こ
の
手
法
を
用

い
れ
ば
、
「自
発
可
能
」
「尊
敬
」

の
二
区
分
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
・
、
；
か
ざ
し
抄
』
『あ
ゆ
ひ
抄
』
の
形
能
ご

『伝
承
文
学
研
究
』
”
号

注
２
、
葉
内
美
雪
・
平
成
七
年
度
学
士
論
文

『富
士
谷
成
章

『か
ざ
し
抄
』
研
究
ー
ー
荻
生
狙
棟

『訓
訳
示
蒙
』

　　

と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
』

　　

こ
の
調
査
の
詳
細
は
別
途
公
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

注
３
、
「国
語
史
資
料
と
し
て
の

『文
家
必
用
』
」
『史
料
と
研
究
』
２

　

５
号

注
４
、
参
加
者
は
、
池
田
福
重

・
下
村
朋
夫

・
千
騎
奈
緒
子

・
館
岡
香
央
里

・
田
中
正
道

・
大
道
論
実

・
長
谷

　　

咲
子

・
羽
賀
慈
恵

・
保
坂
国
馨

・
松
岡
裕
美

・
藤
木
睦

・
渡
辺
大
樹

注
５
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
宮
川
悠
果

・
平
成
八
年
度
札
幌
校
集
中
講
義
単
位
レ
ポ
ー
ト
に
教
え
ら
れ
る
と
こ

　　

ろ
が
あ
っ
た
。

注
６
、
中
田
祝
夫

・
竹
岡
正
夫

『あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
風
間
書
房

・
昭
和
矯
、
三
四
七
頁
そ

注
７
、
『漢
語
文
典
叢
書
』

－
、

一
一
三

頁
ー

　　

以
下
、
漢
語
文
典
の
引
用
は
通
行
字
体
に
改
め
、
合
符
は
省
い
た
。

注
８
、
無
刊
記

〔序
刊
正
徳
六
年

（
一
七
一
六
）、
岡
田
群
鳳
堂
〕
（筆
者
架
蔵
）
上
巻
十
四
丁
ウ
ｚ

注
９
、
『漢
語
文
典
叢
書
』
五
、
三
七
頁
ー

注
１０
、
注
６
文
献
三
三
九
頁
ー

注
ｎ
、
注
７
文
献

一
三
〇
頁
ー

注
銘
、
こ
の
引
用
部
分
の

「
カ
ウ
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
ド
ウ
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
」
の
用
法
は
、
狙
棟
の
そ
れ
そ
の
ま

　　

ま
と
す
れ
ば
、
尚
、
近
刊

（平
成
９
年
７
月
１５
日
発
行
）
の
村
上
雅
孝

「近
代
語
史
に
お
け
る

『訳
文

　　

峯
諦
』
の
意
義
」
『国
語
論
究
第
６
集
近
代
語
の
研
究
』
（明
治
書
院
）
は

「
こ
の

『訳
峯
』
」
を
ふ
く
む

　　

担
棟
関
係
資
料
は
、
広
く
近
代
語
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
よ
り

一
層
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

」

　　

と
し
て
近
藤
尚
子

「概
念
の
連
鎖
１

「訳
峯
初
編
」
の
文
字
排
列
方
法

『国
文
学
研
究
』
８

　

６
と
湯
浅
茂

　　

雄

「国
語
史
資
料
と
し
て
の

「訓
訳
示
蒙
」
「訳
」
言
」
（第
１
０
４
回
近
代
語
研
究
会
発
表
資
料
平
５

・

　　　

５

・
瀕
）
と
の
両
研
究
に
注
意
し
て
お
ら
れ
る
。
〈校
補
ｖ
前
期
江
戸
語
の
用
例
と
み
な
せ
る
。

注
１３
、
注
８
文
献
巻
下
二
十
三
丁
ウ
ー

注
魁
、
注
９
文
献
二
十
頁
ー


